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設備工事構造特記仕様書
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照明器具姿図・分電盤表

電灯設備１・２階平面図

コンセント設備１・２階平面図
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建築工事、外構工事、解体工事、電気設備工事、機械設備工事

特記仕様書1（建築）

他産業の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとし、

「みえ・グリーン購入基本指針」に基づく環境配慮を行うこと。

る原木は、県産間伐材、林地残材又は小径木等とするか、又はその伐採に

あたって生産された国における森林に関する法令に照らして合法な木材と

（同指針に基づき、木材を使用する場合において、原料として使用され

塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が少ない

MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂及び仕上げ

を含有しない難揮発性の可塑材を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、

什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

発散しないか、発散が少ないものとする。

  保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しな

  接着剤は、フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-n-エチルヘキシル

  塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

  これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

  合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期間

課税対象となった場合には完成年度の翌年度の 4月1日から 8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該

品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」及び

は、工事着工前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」

る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

別記記載の資材及び見積メーカー(参考)又はこれらと同等とする。

越えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表を

(マニフェストの数量の集計)を越えて請求することはできない。

含めた各工事が支障のない状態にまで完了していること。

  建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を

  本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有す

  職種別に可能なものについては積極的に活用のこと。

 また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、

  本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が

 また、工事完了後にはJACICが運用する「建設副産物情報交換システム」

  工事者は受注時において延べ面積が 500m2以上の工事については、

キシレン

  排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型

  低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

から採取することとし、困難な場合は監督員と協議すること。

行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が終了して

※ 測定方法( ※ パッシブ法    ・ アクティブ法                   )

数量、価格等に考慮し、優先的に認定製品を使用すること。入手困難な

管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の

通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出さ

  試料は、内装工事完了から2週間以上の通風換気を行い、また、換気を

  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

  接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に

  本工事では三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき性能、品質、

すること。）

項　　　目

適用基準等

登録等

工事実績情報の

発生材の処理等3

事

項

通

2

共

般

章

1 1

一

住宅以上になるとき施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に

(マニフェスト A、B2、D票を提示し、E票は、写しを提出すること。)

関係法令よるほか、「建設副産物適正処理推進要綱｣に従い適切処理し、

  請負者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事現場の見やすい場所と公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

また、請負者は、施工体系図を別に定める様式により監督員に提出しなけ

・ 特別管理産業廃棄物  ※有(                                   )

     処理方法(                                                 )

・ 現場において再利用を図るもの(                               )

  引渡しを要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成

に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な

利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・ 引渡しを要するもの(                                         )

・

し、監督員へ提出すること。

監督員に報告すること。

・

・ 再生資材の利用を図るもの

・ アスファルトコンクリート塊

・ セメントコンクリート塊

定める様式により、監督員に提出しなければならない。

・ 建設発生木材

(1.3.8)

ればならない。

・

※15 排出ガス対策

建設機械の使用 建設機械を使用する。

※

※

※

※ 報告書提出部数 2部

13

14

工法

特別な材料の

防止

騒音・振動の

建設機械を使用する。

工法による。

その他

則施工に関し、必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書

  請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事執行規

  請負者は、工事を施工するためのに締結した下請契約の請負代金額

(当該下請契約が2以上ある時は、それらの金額の総額)が4,500万円

 ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

 なお、変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を

以内に、完成時にあっては、工事完成後10日以内にJACICに登録申請

確認を受けたうえ、登録内容の変更時にあっては、変更契約締結後10日

て、変更及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の

 なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加え

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、

監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録

 データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

が運営する工事実績情報サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」

※ 本特記事項に個別の記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

  請負者は、受注時において工事請負代金額が、500万円の工事につい

て、(財)日本建設情報総合センター工事実績情報サービ（以下「JACIC」）

国民の祝日等は含まない。

（第9号様式）を監督員に提出しなければならない。

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

省略できるものとする。

しなければならない。

により当該工事に係るデータ登録を行わなければならない。

特　　記　　事　　項

・

(1.1.4)

※ 建築工事標準詳細図

※

※

用

適

※ 測定物質(○で示したものとする。)

安全管理

12

濃度測定

室内空気中の

化学物質の

10 リサイクル認定

施工中の安全

製品の利用

アルデヒド

ホルム

学校,教育施設

施設用途

せること。

トルエン

場合は監督員と協議すること。

※

※

いか、発散の少ないものとする。

ものとする。

工事内容

敷地面積

工事場所

  .  工事名

  .  工事概要

特記仕様

共通仕様

（以下、標準仕様書という。）による。

  .  建築工事仕様

2）

3）

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書

.

.

2

1

1）

.

.

.

3

2

1

を適用し※印の付いたものは適用しない。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたもの

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

項目に記載の（　　）内番号は標準仕様書の該当項目、図又は表を示す。

工事項目

延床面積

建築面積

棟名称

構造

※

※8

9

(1.5.2)

(1.3.3)

技能士

建築材料等

※

※

※

7

6 概成工期

電気保安技術者

廃棄物税

システムの利用

三重県産業

  適用する

を監督員に提出すること。

へ実績報告を行うこと。

工  事  特  記  仕  様  書 ※4

情報交換

建設副産物

※ 駆動装置又は電動建具等による建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図 ・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

埋戻し 及び

(3.2.3)(表3.2.1)

試験堀り

試験杭 及び

既成コンクリート

地盤の載荷試験

杭の載荷試験

4

事 杭

故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

上げ共、既存にならい補修すること。

速やかに提出すること。

   (現状地盤は B.M

  承諾を受けること。

  受注者は、発注者が行う生コンクリートに関する調査に協力すること。

  工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、事故発生報告書（三重県公共工事共通仕様書第13号様式）を監督員に

  また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事

  工事施工に際し既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

※ 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の

者の中から選定するよう努めること。

すること等。詳細は監督員と別途協議によるものとする。

  本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方を

※ 調査内容については、購入先、購入価格、資材の搬入と施工に条件に関

スチレン

ベンゼン

エチル

ベンゼン

パラジクロロ

24 調査協力

25

23 事故報告

22

21

養生その他

設計GL

2

3

業

工

1

地

4

 mm)

土

工

事

13

盛り土

※ 提出部数 2部報告書

（工法               ）

・ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種   ・ F種

(4.3.6) ・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

（支持地盤                        ）

杭頭の処理

継手

(4.3.7)

※ アーク溶接 

※ 行う

・ 無溶接継手

・ 行わない

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

（支持地盤                        ）

・ 300    ・ 350    ・ 400    ・ 450    

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

（支持力                       ）

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 開放型    ・ 閉そく型

・ プレボーリング併用打撃工法

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

 先端形状    

・ 打撃工法

・ 打込み工法

・ セメントミルク工法

施工方法(4.3.3)

(4.3.5)

(4.3.4)

・ PHC杭

・ RC杭

・ SC杭

 径

 長さ

(4.3.2)

（        ）m

・ 処分地指定    処分地 (                                        )

※ 図示    ・               載荷荷重（        kg）

※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因

※ 提出部数 2部

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

・ 鉛直載荷    ・ 水平載荷    

・ 位置、形状及び箇所数    ※ 図示    

・ 位置及び本数    ※ 図示    ※      本

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

※ 平板載荷    2箇所

試験方法

試験方法

報告書

位置 

位置 

(4.2.4)

(4.2.3)

・ 試験堀

・ 試験杭

(4.2.2)

※ 最初の

種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種

する電力料金は本工事に含まれる。

※ 自由処分

(3.2.5)

の備品等

監督職員事務所

監督職員事務所

工事用水

仮設便所

工事用電力

  アルバム 1部 （大きさ 335mm×290mm程度）

  作成する ( ※ 完成図    ・ 保全に関する資料 )

（A4版用紙に1ページあたり3枚）

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とする。

 ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

 ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

 CADによる提出 ( ※ 要    ・ 不要 )

 CADによる作成 ( ※ 要    ・ 不要 )

   で印刷したもの 1部

※ CD  部数は「19 電子納品」を参照

  電子納品とし、次のものを提出する。

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

※ 図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

※ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

※ 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

  デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

 なお、完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※ 代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）

20

取合い

設備工事との 施工範囲

※

19 電子納品

・

※

※

※

18 完成写真

・

・

※

17 完成図等 ※

※

3

5

4

6

事

工

仮

2設

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。16 工事写真 ※ 12 足場

衣類ロッカー

冷暖房機器

温度計

(100程度)

手すり先行専用足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手すり

合板 又は せっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り

溶融亜鉛めっき合板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある

足場とし、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備えられた

備品等の設置

湯沸器

書棚

・ 利用できる    ※ 利用できない

雨がっぱ

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

種類

種類

数量

数量

種類

(2.3.1)

数量

足

組

机・いす

消火器

長ぐつ

個

請負者加入電話機

個

個

着

台

保護帽

掃除具

黒板

台 個

掛時計

個

個

懐中電灯

台

合板張り 又は ビニール床シート張り

先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

(20程度)

(単位 :m2 )

※規模

部 位 等

屋  根

内壁、天井

監督職員事務所の仕上げ

面積

床

(10程度)

※ 設置する

監督職員事務所の規模(2.3.1)

仕   上   げ

(35程度) (65程度)

・・ ・

台

個

台

・

（厚生　労働省平成15年４月策定）」により、設置については「手すり

  枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン※

(2.2.4)

  引渡しを要しないもの、再生資源化を図るもの以外のものは、全て構外

市内企業優先使用

亀山市内に事業所（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する

並びに環境の保全に有効な工法の提案がある場合は、監督職員と協議する。

  設計図書に定められた工法以外で所要の品質及び性能の確保が可能な工法

(1.5.8)

工法の提案

協力

26

27

ISO14001への

詳細は監督員と別途協議するものとする。

  受注者は、亀山市のISO14001に基づく環境保全活動に協力するものとする。

・

・

※ 図示のベンチマーク (B.M) 　・

及び公共建築工事標準仕様書 (「建築工事編」 平成22年度版)

(最新版)

5

・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

※ 測定箇所( ※ 図示    ・教室２室（１部屋２ヶ所）　　　　　　　)

※ 図示    ・    　　　地耐力長期（fe=250kN/m2)

11

建設発生土の2

処理

3 山留め

・ 処分地未定につき相互協議する。 暫定運搬距離  8km

・ 行う（自立　鋼矢板工法　Ⅳ型　　　）　・行わない

  本工事に使用する木材は、亀山市産材の優先利用に努めること。

28 提出書類   監督員より別途指示するものとする。

29 パンフレット 　竣工時に本工事の概要を記載した簡易なものを作成する（Ａ４サイズ　カラー　両面）

図面番号縮尺工事名称
日

付 考

備

亀山市
図面内容



Ｈ２４．０４．

井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事 Ａ０２

・ 塗装合板

工場２回塗り　現場タッチアップ

・ ＪＩＳ－Ｋ－５６７４

・ 地下二重壁
　 パネル

４０

６００

屋根・庇

便所、廊下手洗壁

ＩＮＡＸ「インテリアモザイク　ジェブレンド」程度

ＩＮＡＸ「インテリアモザイク　ジェブレンド」程度

外部手洗い

２５角

２５角

１５０×６０階段段鼻

特記仕様書2（建築）

4 5 鋼杭地業 ・ 鋼管杭 ・ SKK400   ・ SKK490 6 0 コンクリートの ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート ・ 9 耐火被覆 種別 4 塗膜防水 施   工   箇   所 種     別

・ H形鋼管杭 ・ SHK400   ・ SHK400M   ・ SHK490M 種類 ・ ラス張りモルタル塗り    ・ 耐火材吹付け    ・ 耐火板張り X-1(4.4.2) (7.9.2) (9.5.3)

 径 ・ 300   ・ 350   ・ 400    ・ 450   ・ ・ 耐火材巻き付け X-2(表4.4.2) (6.1.3) (表9.5.1)

地  長さ （        ）m コ 所要性能 Y-1(表9.5.2)

先端形状     ※ 開放形    ・ 1 普通コンクリート 設計基準強度　Ｆｃ 適   用   箇   所 スランプ ※ 建築基準法の規定に基づき指定又は認定を受けた物 Y-2

補強工法    ※ 補強バンド    ン の強度・スランプ ・ （                                                             ）ロックウールｔ＝25　一時間耐火 ・ 種別 X-1 における脱気装置

継手        ※ JISA5525(鋼管ぐい) ※ 製造書の仕様による(6.1.4)

業 施工方法 ク 10 亜鉛メッキ 種別(4.3.3)

・ 打込み工法 （支持力                       ） ※ A種    ・ B種 ・ 種別 Y-2 における保護層を適用する

・ 打撃工法 リ レディーミクスト 類別

類 類・ プレボーリング併用打撃工法 コンクリートの ※ ・ 5 シーリング ※ 表9.6.1による

工  （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm） ｜ 類別 8 1 補強コンクリート ブロックの種別・厚さ ※ 空洞ブロック16 施   工   箇   所 目 地 寸 法 種  別(9.6.2)

・ セメントミルク工法 （支持地盤                        ） ブロック造 ・ 各部の配筋 ※ 標仕別図8節による(4.3.4) (6.1.5) (表9.6.1)

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。） ト 3 コンクリートの 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別(4.3.5) (8.2.2)

（支持地盤                        ） 仕上り ・ A種    ・ B種    ・ C種 ブ 2 コンクリート ブロックの種別 ※ 空洞ブロック16

事 杭頭の処理 ※ 行う          ・ 行わない 工 ロ ブロック （ただし、衛生配管用裏積みブロックは、空洞ブロック08とすることができる。）(4.4.5) (6.2.5)

4 セメント 種類 ッ 帳壁及び塀

6 場所打ち 施工方法 事 ※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種 ク ・ 接着性試験(6.3.2)(表6.3.1) (8.3.2) (9.6.5)

コンクリート ・ アースドリル工法 ・ 3 ALCパネル 種  類 単位荷重 呼 び 寸 法 取 付 方 法 ※ 簡易接着性試験    ・ 引張接着性試験

2杭地業 ・ リバース工法 5 型枠 材料    Ａ ( N/m ) 厚さ 幅  (mm) (mm)(8.4.4)

・ オールケーシング工法 ※ 複合合板 (厚さ    ※12    ・           ) Ｌ ・ 外壁用パネル ・ ・ 100 ※ 600 ・ A種   ・ B種 ※ 接着体との組み合わせは、表9.61による。(4.5.4) (6.9.3) (表8.4.3)

・ 鋼管コンクリート杭工法 Ｃ ・ ・ 120 ・ C種(4.5.5) (8.4.5)

・ 拡底 ( ・ 行う    ・ 行わない) 6 コンクリートの 圧縮強度試験の供試体の材齢及び養生方法 パ ・ 間仕切用パネル ・ ・ 100 ・ B種   ・ C種(表8.4.3)

・ 120鉄筋 強度試験 ※ 材齢28日 ( ※ 標準養生          ・                    ) ネ ・ ・ D種   ・ E種 10 1 天然石 使 用 部 位 種類  (名称) 厚さ 表面仕上げ 工    法 (mm)(4.5.3)

※ 鉄筋の種類は標準仕様書 5章2節による ※ 材齢28日 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) ル ・ 屋根用パネル ・ ・ 100 床 ※ 荒磨き(6.10.4) (10.2.1)

コンクリートの種別    ・ A種    ・ B種 ・ 型枠脱型用 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) ・ ・ ・ ・(表4.5.1) (表10.2.1)

N/mm2設計基準強度(            ) ・ ( ・                   ・                    ) 押 ・ 床用パネル ・ ・ 100 石 壁 ・(表10.2.2)

セメントの種類    ※ 高炉セメントB種    ・ 出 ・ ・ 120

最小かぶり厚さ    ※ 100    ・ 7 軽量コンクリート 種別 ・ 1類    ・ 2類 成 ・ ・ 150

支持地盤(                        ） 形 外壁パネルの取付方法(6.11.1)(表6.11.1) (8.4.3)

8 無筋コンクリート 適用箇所  標準仕様書 6.14.1 による セ ※ A種    ・ B種    ・ C種 ・ 清掃は床面ワックスを使用する(10.1.5)

7 地盤改良 ・ 上記以外の適用箇所 (                                  ) メ 工 ・ ジェットバーナー仕上面のバフ仕上有り(6.14.1) (表10.2.1)

(Ｎ/mm2) (Ｎ/mm2)設計基準強度 ※ 18 ・ ン 耐火目地材の充填（材料                                           ） ・ 石裏面処理(床面)(4.5.4) (10.6.2)

砂及び砂利地業 厚さ(mm) ※ 60    ・ 図示 スランプ ※ 15cm ・ 18cm ト ※ A種    ・ B種 ※ 適用する    ・ 適用しない

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。 板 間仕切パネルの取付方法 ・ 割付(4.6.3) (8.4.4) (10.1.3)

工 ・ B種    ・ C種    ・ D種    ・ E種 ※ 標仕10.1.3(a)による

9 捨コンクリート地業 厚さ(mm) ※ 60    ・50 7 1 施工管理技術者 ※ 適用する 事 事

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。 4 押出成形 種  類 表面形状及び 板厚 働き幅 取 付 方 法 2 テラゾ 使   用   部   位 種石の種類 種石の大きさ 表 面 仕 上(4.6.5) (7.1.3)

2 製作工場 ※ 建築基準法77条の45項第1項に基づき国土交通段大臣から性能評価機 セメント板 原料区分 ※ 大理石 ※ 1.5～12mm (mm)  (mm) (10.2.1)

10 床下防湿層 ※ ポリエチレンフィルム（厚さ ※ 0.15mm以上    ・             ） 鉄 関として認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鉄構工 ・ 外壁用 ・ フラットパネル ・ 100 ・ ・ A種(7.1.3) (8.5.2) (表10.2.2)

※ 防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。 業会の「鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定めるグレードとして国土交通大    パネル ・ デザインパネル ・ ・ B種(4.6.6) (8.5.4)

臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場 ・ タイルベースパネル(表8.5.1)

・ 間仕切壁 ・ フラットパネル ・ 100 ・ ・ B種(8.5.5)

・ 上記に定める下記グレードをして国土交通大臣から認定を受けた工場又    パネル ・ デザインパネル ・ ・ C種 11 1 張付用材料(表8.5.2) ※ タイル製造所の指定する製品とする

5 1 鉄筋の種類 鉄筋の記号 径 備  考 骨 は同等以上の能力のある工場 ・ タイルベースパネル 有機質接着剤は、JIS A5548(陶磁器質タイル用接着剤)による（11.2.3)

※ SD295A ※ D16以下 ・ R    ・ M    ・ H    ・ S 外壁パネルの取付方法 ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆(5.2.1) (8.5.3)

・ SD295B ・ A種    ・ B種 タ

鉄 ※ SD345 ※ D19以上 3 鋼材 材質 ・ SS400      ・ SKT400    ・ STKR400 間仕切パネルの取付方法 2 陶磁器質タイル タイルの種類

・ SSC400    ・ BCR295    ・ SN400 ・ B種    ・ C種 張り 施 形 き じ うわ 役物 色(7.2.1)

・ 建築基準法第37条の規定に基づく認定を受けたもの 工 ・ 建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの 工 状 ぐすり(表11.3.2)

9 1 アスファルト防水 施   工   箇   所 種     別 イ 箇 寸 磁 せ 陶 施 無 無 有 標 特(11.2.1)

筋 2 溶接金網 網目の形状、寸法 4 高力ボルト 種類 ※ トルシア形高力ボルト2種(S10T) 所 法 っ ゆ ゆ(表9.2.3)

鉄線の径(mm)    ・ 4    ・ 5    ・ 6    ・ 10 ・ JIS形高力ボルト2種(F10T) 器 器 器 う う 準 注(5.2.2) (7.2.2) ～(表9.2.8) mm

寸法    (mm)    ・ 100×100   ・ 150×150   ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト 防

工 事    （建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの） 1種（F8T相当） アスファルトの種類    ※ 3種    ・ 4種 ル(9.2.2)

・ 絶縁用シート(9.2.2)

3 継ぎ手 径 部  位 5 アンカーボルト 材質 構造用    ※ SNR400    ※ ポリエチレンフィルム(厚さ 0.1mm以上)
2

※ 重ね継手 ※ D16以下 全て 建方用    ※ SS400      水 ・ フラットヤーンクロス(70g/m )(5.3.4) (7.2.4)(7.10.3)

全て事 ※ ガス圧接 ※ D19以上 ・ 建方用アンカーボルトの保持及び埋込み ・ 押え金物 工(表7.10.1)

・ A種    ※ B種    ・ C種 ※ アルミ製 L-30×15×2.0 ・ 見本焼きを行う

・ 柱底均しモルタルの工法・厚み ・ 断熱工法の断熱材 ・ タイルの試験張りを行う(表7.10.2) (9.2.2)

4 圧接完了後の 抜取試験方法 ※ 超音波探傷    ・ 引張試験 ※ A種 50mm    ・ B種 30mm 工 種類 ※ JIS A9511(ポリエチレンフォーム保温材) 3種b類(スキン層付)

試験 ・ 立上り保護 事 3 陶磁器質タイル 種別(5.4.9)

6 溶接部の開先 開先の形状 ・ 軒先保護材（            ） ・ れんが（                     ）材種   ※ JIS R1250 型枠先付 ※ タイルシート工法    ・ 目地桝法    ・ 桟木法

5 特殊な鉄筋・継手 種類 ※  開先の形状は、原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部 ・ 脱気装置(7.6.4) (表9.2.10) (表11.4.1)(11.4.2)

  「建築鉄骨設計基準」による。 事 ※ 製造書の仕様による(5.5.2)

・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所

6 杭頭補強方法 ・ A形    ※ B形 7 溶接部の試験 試験の種別 ・ 防水層下地モルタル塗（施工箇所：                               ）

※ 超音波探傷試験    ・ ・ 保護コンクリートの厚さ(別図1.1) (7.6.11) (9.2.5)

7 帯筋 帯筋組立の形 ※ H形    ・ W-I 形    ・ SP形    ・ 丸型 溶接区分 AOQL（%） 検査水準 備  考 ※ 80

現場溶接 ・ 2.5 ※ 計数連続生産型抜取検査(別図1.1)

8 梁貫通孔補強 配筋種別 ・ H(  )形    ・ M(  )形    ・ HM(  )形    ※ 4.0 2 改質アスファルト 施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)

工場溶接 ・ 2.5 ※ 6 シート防水 AS-1 ・ 2.5   ・ 3.0(別図表7.1)

※ 4.0 AS-2 ※  4 . 0    (9.3.2)

9 荷物吊上げ用 ・ A種    ・ B種    ・ C種 (表9.3.1)

フック

3 合成高分子系 施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)(別図表7.3)

8 錆止め塗装 ・ 鉄骨等錆止め塗料塗り工法 ルーフィング S-F1 ※  1 . 2    

1回目 製作工場の組立後 シート防水 S-F2 ※  2 . 0    (18.3.3)

2回目 工事現場において建て方及び溶接完了後 S-M1 ※  1 . 5    (9.4.2)

・ S-M2 ※  1 . 5    (表9.4.1)

塗料の種別  標準仕様書18.3.2による S-M3 ※  1 . 2    (7.8.3)

・ 絶縁用シート

※ 発泡ポリエチレンシート

・

・ 露出の場合の保護塗装    ・ カラー    ・ シルバー

2

8

）工法・ （　　深層混合処理

・既製品

(Ｎ/mm2)・ 18 土間　　捨て ※ 18

(Ｎ/mm2)

(Ｎ/mm2) ※ 18

基礎

躯体

※ 15・ 24

・ 24

図面番号縮尺図面内容工事名称
日

付 考

備

亀山市



Ｈ２４．０４．

井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事 Ａ０３

竪枠便所 タモ積層

・ 200

・ アルミ製

・ 0.45

・ 225型

図示

図示

・ 木部

・ 木部竪枠B種

B種

壁

B種 建具 ・ 鉄鋼面

B種 ・ 木部

※ 塗装品（セラミックＵＶ塗装）

一般サッシ
（隠し框型を除く）

一部ポリカーボネート

B種

B種

・ ボード面

・ ボード面

巾木、額縁

天井

天井

造作

ＯＰ下地…米栂、ＣＬ下地…桧上小

壁・天井　羽目板（本実加工） 杉特一等　自然塗料塗装品

巾木,額縁,廻縁,見切

胴縁 杉1等

特記仕様書3（建築）

・ 600角 ・ 目地タ イプデヒドの発散量

※ 水系アクリル樹脂

・ ウレタ ン樹脂エナメル

※ 艶あり

耐候性

※ 耐候形3種

増塗り材

( ※ 1色   ・ 2色)

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

建築基準法に基づき不燃材料の指定又は認定を受けたもの

・ 

・ はぜ締め形

※ 重ね形(渡廊下)

・瓦棒葺

材種

野縁などの種類

種別

スタッド、ライナーの種類

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

(14.4.3)

事 5

(14.5.3)

(表14.2.1)

(表14.2.2)

軽量鉄骨壁下地

3

属

工

4

(表14.4.1)

(14.4.2)

軽量鉄骨天井下地

鉄鋼の亜鉛めっき

(14.2.3)(表14.2.2)

14

金

1

(13.5.2)

(表13.5.5)

(14.2.2)

(14.1.3)

あと施工アンカー

ステンレス

4

(表13.5.1)

(13.5.3)

(13.5.2)

とい

い

工

事

3

(13.4.2)

粘土瓦葺

根

と

び 2

及

(13.3.2)

折版葺

13 1

屋

長尺金属板

(表13.2.1)

(13.2.2)

(13.2.3)

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 有り    ・ 無し屋外の場合の補強

・ 3 0 0程度    

・ 50形    ・ 65形     ・ 90形     ・ 100形

屋外の場合の野縁間隔

・ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種

※ 19型     ・ 

※ 25型     ・ 

屋内

屋外

※ 引張試験    ・ 

・ 引抜き耐力の確認試験を行う

※ HL仕上げ    ・ 鏡面仕上げ

・ 仕上げ吹付厚さ

ホルムアルデヒドの放散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆(15.7.2)

吹付け

ロックウール3

15

官

事

工

左

※ 杉又はヒノキ 40×30

※ 杉又はヒノキ 21×15

材料による区分

ロックウール保温筒のホルムアルデヒドの発散量

・ 硬質塩化ビニル管（ｶﾗｰ）

・ 雪止め瓦を使用する

・ 瓦桟木の材種・寸法

・ 高耐候性特殊樹脂

・ 鋼管製といの防露

・ 棟補強用芯材

大  き  さ

・ 

※ 鋼板製

種  類 産    地

軒先面戸板

・ 使用しない

役物の種類

※ 使用する

棟の工法

※ 80

※ 0.4

  (mm)

・ 

※ 0.8

緊 結 方 法 厚さ   (mm)

（心木なし）

材種及び形状

・ ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

屋根葺形式 厚さ

山のピッチ

※ 250

  (mm)山の高さ   (mm)

※ アスファルトルー

下  葺

   フィング940

備  考

け

 ( ・ 防水形)

・ 複層塗材E

・ 複層塗材RE

   骨材仕上塗材

・ 吹付用軽量

材

材

塗

上

仕量

材

骨

軽

複

仕

層

材

塗

上

塗

・ 砂壁状 ・※

付

け

吹

・ ゆず肌状

・ 凸部処理

・ 凹凸模様

・

色

・

ロ 吹

｜

ラ け

｜ 付

・ 既製目地材を使用する

呼  び  名

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 内装薄塗材E

・ 外装薄塗材E

形状(                                   )

仕上塗材仕上げ2

(15.5.2)

付

種類

薄

上

仕

(15.2.2)

モルタル塗り1

・ 床

仕  上  形  状

・ 砂壁状ジュラク

・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状 ・

吹

※

工法

付

・ アルミニウム製 ・ 450角

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 弾性ウレタ ン塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

種別

種別    ・ A種    ・ B種    ・ C種    ・ D種

※ 平滑仕上げ    ・ 防滑仕上げ    ・ つや消し仕上げ

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ エポキシ樹脂塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

種 別

※ A種

・ B種

・ ニードルパンチカーペット

・ タ イルカーペット

・ 450×450

・ 300×300

・ タ フテッドカーペット

・ 視覚障害者用床タ イル

・ 帯電防止ビニル床タ イル

・ バーチカル形   グラスタ イプ

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

目地の補修程度で済むこと。

目地の補修程度で済むこと。

耐風圧性能    ・ 200    ・ 240    ※ 280

留め材は 9章6節の シーリングによる

・ 熱線反射ガラスの映像調整を行う

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 75    ・ 100    ・ 125

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

2ン PCカーテン

ウォール

｜

事

工

ル

ォ

ウ

(17.1.3)

(16.13.4)

(16.13.2)

ガラス留め材

ウォール

メタルカーテン

カ

テ

｜

17 1

13

(17.1.3)

・ 防火認定2種防火

(19.6.2)(表19.6.1)

畳 敷 き7

フローリング張り6

～(表19.4.7)

(表19.4.4)

※ 手動式    ・ 上部電動式(手動併用)

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 65    ・ 80

・ チェーン式

※ バランス式

開閉形式

・ 電動式

・ インタ ーロッキング形    ・ オーバーラッピング形

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 50    ・ 80    ・ 120

・ インタ ーロッキング形    ・ オーバーラッピング形

・ スライディングドア    ・ スイングドア    ・ 

※ マットスイッチ    ・ 光線スイッチ    ・ 

※ 上部電動式（手動併用）    ・ 上部手動式

建物内部に使用する 木製建具の表面材及び接着剤の ホルムアルデヒドの

（JIS A4705による強さの区分）

・ A種    ※ B種    ・C種

※ 監督員と協議の上システムを決定する

※ 製作する    ・ 製作しない

(表16.11.1)

軽量シャッター

(16.12.3)

(16.12.2)

オーバーヘッド

(表16.10.1)

・ メタ リック

・

・ 行う

・ 行わない

ドア

12

・ 艶なし

11

※ スチールタ イプ

・ アルミニウムタ イプ

セクション材料

・ ファイバー

スラットの形状(16.11.4)

開閉機能による種類

スラットの形状

・ 耐風圧性能

(16.11.2)

木製建具

自動ドア開閉

(16.6.2)(表16.6.1)

建具用金物

(表16.8.3)

重量シャッター

(16.8.2)(表16.8.1)

(表16.8.2)

(16.10.2)

上  塗  り  材

装置

9

10

7

8

開閉装置の性能値

センサの種類

開閉機能による種類

建具材の含水率

マスターキー

発散量

(16.7.4)

ガイドレール

※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ ハイリフト形

・ ローヘッド形

・ スタ ンダート形

収納形式

・ ステンレス

合成樹脂塗床5

(表19.4.3)

(表19.3.2)

カーペット敷き

事

工

4

(表19.3.1)

(19.3.3)

(19.2.2)

張り

ビニル床タイル

特殊機能床材

2

装

3

(19.2.2)

・ モザイクパーケット

・ 複合1種フローリング

・ 複合2種フローリング

・ 複合3種フローリング

・ 複合フローリング

・ 樹脂モルタ ル仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

・ 厚膜流し展べ仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

・ フローリングブロック

・ フローリングボード

・ 単層フローリング

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 4～6mm

※ 6.5

総厚さ、サイズ

※ 500角

総厚さ

・ カットパイル

※ ルーフパイル

・ カットパイル

・ 柄物

・ 柄物

・ 柄物

※ 無地

※ 無地

・ 

 （ピールアップ形）

※ 全面接着

・ グリッパー

※ 接着剤

※ 全面接着

パイル長・総厚さ

・ 5～7mm

・ ホモジニアスビニル床タ イル

・ コンポジションビニル床タ イル

・ コンポジションビニル床タ イル

    寸法 (mm)    ・           長さ (mm)    

※ ルーフパイル

パ イ ル 形 状

    寸法 (mm)    ※ 300×300

    材質            ※ ビニル床タ イル

色 柄

※ 無地

寸 法 種  類

・ グリッパー

工  法

・ 

※ 2.0

軟質

半硬質

  (mm)厚さ

・ 250型    ・ 300型    ・ 350型

・ 塩化ビニル (受枠 ステンレス SUS304)

・ アルミニウム合金製    ・ 塩化ビニル製

・ ステンレス SUS304 (受枠 ステンレス SUS304)

・ 硬質アルミニウム合金 (受枠 硬質アルミニウム合金)

樹種

系防腐剤(以下、「ユリア樹脂等」という。)を用いた接着剤のホルムアル

表面処理用木材保存(防腐・防蟻)剤は、クロルピリホス等を含有しない

非ピリン系の薬剤とし、監督員の承諾するものとする。

ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、

ラワン材等を使用する場合は、「広葉樹製材の日本農林規格」による

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

保存処理K1の防虫処理を行う。

5

6

防虫処理

接着剤

3

4

集成材等

(12.2.3)

(12.2.2)

防腐・防蟻処理

2

合板

(12.2.1)(表12.2.3)

及びその他の

床張り用合板

木

工

事

(12.2.1)(表12.2.2)

(12.2.1)(表12.2.1)

(12.2.1)

12 1 木材

(12.1.4)

材面品質

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド

品  名適用箇所 強度等級曲げ性能 樹種名 接着性能

・ 造作材の品質    ※ A種    ・ B種

・ 代用樹種を適用する

施  工  箇  所

・ 含水率    ※ A種    ・ B種

・ 構造材及び下地材の品質

※ 標準仕様書による    

樹    種

材    種 表面処理の種別9 手すり及び

※ 表14.2.2の種別(      種)

12

11 天井見切縁

点検口 取付箇所

・

材種

・ 天井

(14.8.3)

くつふきマット10

タラップ 鋼

材種

ステンレス

材  種

・ アルミニウム製

・

寸  法

・ 450角

・ スパンドレル形    ・ パネル形

・ B-1    ・ B-2

・ メーカー仕様

※ 表14.2.2の種別(      種)

※ HL程度

※ 表14.2.1の種別(  -  種)

隅角部及び突当りの役物

材    種8 手すり及び

(14.8.2)

タラップ

・

鋼

アルミニウム

ステンレス

(14.6.3)

アルミニウム製

(表14.7.1)

(14.7.2)

7

笠木

部材の種類

形    状

表面処理

表面処理

表面処理の種別

・ 有り       ・ 無し

・ B-1種    ・ A-1種    

・ A種    ※ B種    ・ C種

・ 見え掛り部分の表面仕上げ

・ アルミニウム   ・ ステンレス   ・ 鋼(14.6.2)

金属成形板張り6

材    種

施工箇所

塗 料

種類

・ B種

・ A種

・ C種

種 別

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ NC    ・ NF

・ A-4

※ A-4

※ A-3

・ 40メッシュ

※ ステンレス(SUS304)  線径 1.5mm   ピッチ 15mm

※ 合成樹脂   ・ガラス繊維入り合成樹脂

・ 16メッシュ    ・ 18メッシュ

※ C-1種    ・ C-2種

・ ステンレス(SUS316)

※ 可動式     ・ 固定式

※ B-1種    ・ B-2種

・ 外部に面する建具の耐風圧

※ 普通曲げ      ・ 角出し曲げ

※ HL            

※ SUS304    ・ 

施 工 箇 所

鋼製軽量建具

鋼製建具

(表16.2.1)

ステンレス製建具

形  式

・ 額縁タ イプ

5

6

防鳥網事 3

4

ステンレス鋼板

表面仕上げ

・ 簡易気密型 ドアセット

曲げ加工

(16.4.2)

(16.5.5)

(16.5.4)

材質及び網目

・ 簡易気密型 ドアセット

・

(16.3.2)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

(表14.2.1)施 工 箇 所 具

工

網戸

建

表面処理

内部に面する建具

網の材質

表面処理

形式

網目

(16.2.3)

・ B種

・ C種

・ A種

(16.2.2)

・

S-5

S-6

S-4

(2000pa)

(2400pa)

(2800pa)

・ S-4    ・ S-5    ・ S-6

※  A - 3     気密性

※  A - 3     

※  W - 1     水密性

気密性

張り

ビニル床シート19 1

内

・ (19.2.2)

塗材塗り

マスチック

事

3

(表18.18.1)

(18.18.2)

・

・ W-5

※ W-5

※ W-4

※ 70

※ 70

(mm)

・ 100

・ 100

装

工

(18.3.2)

施工一般

塗 ～(18.17.2)

(18.2.2)

気 密 性

アルミニウム製

建具

16 1 外部に面する建具

種 別 耐風圧性 施工箇所水 密 性 枠見込み

材料
18

1

仕 上 材 塗 り

・ アクリル樹脂エナメル2回塗り

  (mm)

・ 艶有合成樹脂エマルジョンペイント2回塗り

・ 色柄

※ 無地

種 類

・ 2.0

※ 2.5

厚さ

・ 

色柄

・ 行う

・ 行わない・ 行わない

・ 行う

・ 行う

凸部処理

・ 行わない

継 目

・ 突付け

※ 溶接

施工箇所

種別 種  類

下 地 の 錆止め塗料塗

しらえ

素地ご

・ 150

   ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｶﾗｰ)

　　フッ素ｶﾗｰ

木材保

護塗装

・難燃塗装（木部）モーエンアクア　不燃NM-0700

　　　　　　　　ファイヤーディレーF4　不燃NM-1493同等品

・ 柔道用化学タ タ ミ

ｳﾚﾀﾝ樹

脂ﾜﾆｽ

・ 構造用集成材躯体木工事仕様書による。

2 ・ 表面仕上げ

・ ステンレス製 ・ 600角

2

・ 錆止め塗料の種別    ・ A種    ・ B種

EP

SOP

・ B種(見え隠れ)

・ A種(見え掛り)・ C種

SOP ・ A種

・ A種

・ B種

・ B種

2

EP-G

・ A種

・ B種

・ B種

図面番号縮尺図面内容工事名称
日

付 考

備

亀山市



Ｈ２４．０４．

井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事 Ａ０４

不燃

20

グラスウール

硬質ウレタン

フォーム保温材

天井裏

外壁

２４Ｋ

ＳＵＳ

・ 図示

図示

図示

・　3000

壁 ビニル壁紙 中級　掲示用

特記仕様書4（建築）

施 工 箇 所

組立て方式

表面材の材質及び仕上

表面材の材質及び仕上げ

扉小口の材質

材  種

   化粧吸音板

・ ロックウール

・ 化粧せっこう

・ せっこうボード

材  種

・ グラスウール成形板

・ 防火軒天ボード

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

特定フロンを含まないもの

・ 吸音用グラスウールボード

合板類、MDF 及び パーティクルボードの ホルムアルデヒドの発散量

施 工 箇 所

   ヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

※ 品質  JIS A6921 による

断熱材のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ 壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂を用いた接着剤のホルムアルデ

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂 又は メラミン樹脂を使用した

品質の欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ スタ ッド式    ・ パネル式     ・ スタッドパネル式 

・ 密閉形       ・ 開放形     ・ 床置き形 

及

仕上

トイレブース

(20.2.5)

4 表面仕上

幅木

移動間仕切

(20.2.4)

他

工

事
3

仕上

材質

操作方法

走行方向

可動間仕切

(20.2.3)

2
び

そ

の

仕切り方

材質

ユ

ッ

ニ

ト

(20.2.2)

フリーアクセス1

フロア

20

12 接着材

(19.9.2)

11 断熱材

施工箇所

9 吸音材張り

(19.8.2)

(19.7.2)事

10 壁紙張り

工

   ウム板

(19.7.2)

及び合板張り

内

装

   ボード

せっこうボード、

その他のボード

19 8

引渡しの日から    ※ 1年    工 3 新植樹木のドア 形  式    ・ 引分け              ・ 片引き

寸法(                         )

備  考

合板類、MDF、パーティクルボード、接着材 及び 塗料の ホルムアル

メインバーピッチ適 用 荷 重材  質 用  途

その他の材料

   ・ ステンレス製         ・ アルミ製

・ 有り(            製)    ・ 無し(            製支柱)

・ ポリエステル樹脂系化粧板

※ 平行方向移動式    ・ 二方向移動式

※ 手動式            ・ 電動式

・ アクリル樹脂塗装焼付塗装

・ 鋼板(厚さ      )

・ 鋼板(厚さ         )    

事

3 コンクリート設計基準強度

※ 18 (Ｎ/ｍ㎡) (Ｎ/ｍ㎡)・

排水管及び施工

側塊

排水桝

コンロ台

吊戸棚

流し台

ステンレス

水切り棚

収納・収納家具

床 仕 上 材

※ タ イルカーペット

・ (       )mm

・ (       )mm

※ タ イルカーペット

・ ビニル床タ イル

・ ビニル床タ イル

・ 6.5mm

・ 6.5mm

(N)

耐荷重性能 高さ

(mm)

排

・ 帯電防止 水

2

工

備   考

・ 帯電防止

121

発泡

現場 ・ 

材  種材  種 厚さ   (mm)

・ 50

・ 100

14

A9526

JIS

※ なし

・ あり

難燃性

 (難燃3級)

16

15

品  質防火性能

13

12

管の種類

・ 側塊(JIS A5372)

形状(                        )

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ グレーチング

硬質塩化ビニル管継手

(21.2.1)

排水管用材料

(表21.2.1)

(21.2.1) 材  種

※ 接着剤    ・ ゴム輪    

呼び径

折りたたみ幅(mm)    ・ 約 230    ・ 約 120

・ 900    ・ 1200 　 ・1050

・ 900    ・ 1200 

・ 900    ・ 1200 　 ・1050

・ 600    ・ 750 

長さ

・ ステンレス製    ・ 

デヒドの発散量

長さ

長さ

長さ

備  考

・ ネットフェンス  高さ(mm)    ・ 900   ・ 1200   

※ ステンレス製(鎖共)

テーパー付き    ・ ロープ式    ・ ハンドル式

・ 埋込式    ・ ベース式

・ 5    ・ 6    ・ 7    

・ 格子フェンス    高さ(mm)    ・ 600   ・ 900    ・ 1200

※ 上下式鎖内蔵式

事

工 3 車止めさく

・ スプリング付

※ 標準品

形  式 材  質

・ 

旗竿124

外

2

構

フェンス

事

4

(23.3.4)

(23.3.6)

移植樹木の

枯損処理

枯補償

材  種 ・ アルミニウム製

網材種    ・ ビニル被覆鉄線    

形  式

脚  部

高さ(m)

引渡しの日から    ※ 1年    

・ 

 柱径 (mm)

※ φ76.3

(mm)

・

・ 

 高さ

スラットの成形幅

取 付 方 法

・ ステンレス枠

・ ステンレス SUS304製  ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

黒板 及び

表示

ブラインド

ホワイトボード

アコーディオン

ロールスクリーン

カーテンレール

8厚 さ種  別 工  法

(タ テ,ヨコ共@300程度)

ガラスクロス19メッシュ張り

化粧ボタン止め

防 火 性 能材  料

・ 2号32K

・ 

・ 25

・

品  質

10

11

(小口共)

9

※ 9.5(不燃)

※ 9.5(準不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ 10    ・ 12

・ 12

※ 12.5(不燃)

※ 12.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ 立体模様

※ タ イプ2 0.8FK ・ 6

・ 木目模様

・ トラバーチン模様

・ 普通

天

井

※ 9

・ 

7

6

開閉方法形  式 スラット

・ 角形            ・ C形            ・ D形

・ シングル        ・ ダブル

・ ステンレス製    ・ アルミニウム製

操作方法 (                         )

表面材    ・ ビニルレザー張り    ・ 

※ 1 0 - 9 0         

※ アルミニウム合金

※ アルミニウム合金

強さ区分

断面形状

材種

形状

(20.2.14)

※ 横形ブラインド

・ 縦形ブラインド

材 質     

(20.2.12)

(20.2.13)

・

・

※ ギヤ式

・ コード式 ・ 

※ 25

・ 80

・ 100

幅      ・ 約35mm    ・  

・ アクリル

・ アクリル

・ ホワイトボードの種類

※ 緑        ・ グレー

・ 線入り    ・ 暗線方眼入り

工法    ※ 接着工法      ・ 埋込工法

※  焼付け     

区  分

・ 案内板

・ 室名札(20.2.10)

材  質

黒板の色

・ 黒板の種類

(20.2.8)

・ 線入り      ・ 暗線方眼入り

   印刷

   印刷

印刷等の種類

・ シルクスクリーン

・ 5mm

・ 5mm

厚 さ

   平付

※ ホーロー    

階段滑り止め

・ 9.5(準不燃)

種  別

壁

備考厚さ   (mm) 5

・ (20.2.6)

・ クラッシャラン            ・ 再生クラッシャラン

・ コンクリート製    ・ 

・ クラッシャラン            ・ 再生クラッシャラン

※ 加熱アスファルト混合物    ・ 再生加熱アスファルト混合物

寸法 ・ 300×300      ・ 3(mm) 視覚障害者用

123

裁

植

2

(23.2.2)

(表23.2.3)

(23.2.2)

植込み用土

植裁基盤

4

誘導ブロック

砂利敷き

・ 樹木             ※ A種    ・ 

・ 現場発生の良質土    ・ 客土

・ 芝及び地被類     ※ B種    ・ 

植裁基盤整備工法

・ A種    ※ B種

・ A種    ・ B種

※ A種    ・ B種

材種

・

・ 建物周囲

・ 通路部

工 アスファルト舗装

事 (22.3.3)(表22.3.3)

(22.4.2)(表22.4.1)

(22.3.2)(表22.3.1)

装

舗

2

(表22.3.3)

(22.4.4)

(22.3.3)

透水性

(22.4.2)(表22.4.1)

車道部 ・ A-5-15-15

 ※ 行う    ・ 行わない

・ A-3-10-5

アスファルト混合物等の摘出試験

試験

歩道部

路盤材料

表層 及び 基層の種類

※ A-3-10

路盤材料

歩道部

舗装厚

122

(22.3.2)(表22.3.1)

アスファルト舗装

※ A-5-15

舗装厚

車道部

  （ﾊﾟﾙﾌﾟ・ｶﾞﾗｽ繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板） 有孔板

平板

床下地

ユニットフロア1-2

・ ケイ酸カルシ

・ シルクスクリーン

・ メラミン樹脂      ・ アクリル樹脂塗装焼付塗装

・ メラミン樹脂系化粧板

・ メラミン樹脂

図面番号縮尺図面内容工事名称
日

付 考

備

亀山市



Ａ３版は１／２縮小

Ａ０５

３６．
Ｈ２４ ４００全 体 配 置 図 （ 現 況 ）

０４
井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事

備
製図年月日 所　長

・ ・

竹下一級建築士事務所
四日市市西町

本　　　社
三重事務所 ８－１２メゾンドール裕豊２０３号

FAX ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 3 1 4 2T E L ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 1 6 1 1

東京都文京区本郷２－２５－１４第１ライトビル６０３ TE L ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8 F A X ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8東京事務所
TE L ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 8 9 8 4 F A X ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 0 0 5 3

浜 松 市 南 区 新 橋 町 １ １ ３ 番 地

考

意　匠 構　造 設　備検　　印

設 計 図
図

名

1

1

図

番

株式会社
設　計
監　理

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8
竹　下　　繁

1

ＫＢＭ ±０

－１００ －１６５

－３２００

－２９８０

－３１００

－６２６５

－４８２５

－２６８５

－１７０

－１０９５

－６５

－５８０＋４３０

－２１０

＋１６２０

－３０

－６２６５

－１５００

－１５０

－２６５０

－１６００

－２９５０

－３０５０

ハッチング部
計画建物位置

ＲＣ造３階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

ＲＣ造３階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

ＲＣ造１階建

ＲＣ造１階建

ＲＣ造３階建
ＲＣ造３階建

▲
隣
地
境
界
線

プ  ー  ル

プール

▲
隣
地
境
界
線 運　動　場

▲
隣
地
境
界
線

▲
道
路
境
界
線

市　道

倉庫

▼道路境界線

市　道

西　棟

屋内運動場

特別教室棟

給食室

給食室

給食休憩室

駐車場

物置
自転車置場

体育

普通教室棟

特別教室棟

プール付属室

東　棟
中　棟

▲▲

▲▲▲▲

▲

6
,0
0
0

6 , 0 00



Ａ３版は１／２縮小

Ａ０６

３６．
Ｈ２４ ４００全 体 配 置 図 （ 増 築 後 ）

０４
井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事

備
製図年月日 所　長

・ ・

竹下一級建築士事務所
四日市市西町

本　　　社
三重事務所 ８－１２メゾンドール裕豊２０３号

FAX ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 3 1 4 2T E L ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 1 6 1 1

東京都文京区本郷２－２５－１４第１ライトビル６０３ TE L ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8 F A X ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8東京事務所
TE L ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 8 9 8 4 F A X ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 0 0 5 3

浜 松 市 南 区 新 橋 町 １ １ ３ 番 地

考

意　匠 構　造 設　備検　　印

設 計 図
図

名

1

1

1

図

番

株式会社
設　計
監　理

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8
竹　下　　繁

ＫＢＭ

－３１００

－２６８５

－１７０

－１０９５

－６５

－５８０＋４３０

－２１０

＋１６２０

－３０

±０

－１００

－３２００

＋１６０

－２９８０

－４８２５

－６２６５

－３０５０

－２９５０

－１５００

－１５０

－２６５０

－１６００

建
物
中
心
線

３
ｍ
延
焼
線

３
ｍ
延
焼
線

５
ｍ
延
焼
線

1
0
,7
0
0

6
,5
0
0

5 1 , 000

2
,0
00

3
,0
00

3
,0
00

増築校舎

渡り廊下

ＲＣ造３階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

ＲＣ造３階建

Ｓ造１階建

Ｓ造１階建

ＲＣ造１階建

ＲＣ造１階建

ＲＣ造３階建ＲＣ造３階建

給食室

給食休憩室

給食室

中　棟西　棟

駐車場

▼道路境界線

市　道

自転車置場
物置

▲
道
路
境
界
線

市　道

運　動　場

▲
隣
地
境
界
線

▲
隣
地
境
界
線

プ  ー  ル

プール
プール付属室

特別教室棟

▲
隣
地
境
界
線 屋内運動場

特別教室棟

普通教室棟

東　棟

倉庫
体育

▲▲

▲▲

▲▲

▲

6
,0
0
0

6 , 0 00



Ａ３版は１／２縮小

Ａ０７

３６．
Ｈ２４

案 内 図

面 積 表 ２０００４
井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事

備
製図年月日 所　長

・ ・

竹下一級建築士事務所
四日市市西町

本　　　社
三重事務所 ８－１２メゾンドール裕豊２０３号

FAX ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 3 1 4 2T E L ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 1 6 1 1

東京都文京区本郷２－２５－１４第１ライトビル６０３ TE L ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8 F A X ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8東京事務所
TEL ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 8 9 8 4 F A X ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 0 0 5 3

浜 松 市 南 区 新 橋 町 １ １ ３ 番 地

考

意　匠 構　造 設　備検　　印

設 計 図
図

名

1

1

1

図

番

株式会社
設　計
監　理

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8
竹　下　　繁

床面積表

建物 階 符号

校舎 1 1 51.000 × 8.130 414.630

414.63

2 2 51.000 × 10.450 532.950

3 5.100 × 0.500 × 2.000 5.100

4 4.500 × 0.650 × 3.000 8.775

546.83

961 .46

合　計 961 .46

建築面積表

建物

本体 2 51.000 × 10.450 532.950

3 5.100 × 0.500 × 2.000 5.100

4 4.500 × 0.650 × 3.000 8.775

ａ 5.735 × 0.200 1.147

ｂ 13.015 × 0.200 × 2.000 5.206

ｃ 5.735 × 0.200 1.147

ｄ 10.200 × 1.000 × 2.000 20.400

ｅ 20.400 × 1.000 20.400

ｆ 5.100 × 0.500 × 2.000 5.100

ｇ 0.500 × 10.600 5.300

605 .53

渡り廊下 h 1.400 × 3.150 4.410

i 2.600 × 3.725 9.685

14 .10

合　計 605.53 ＋ 14.10 619 .62

面積（㎡）

面積（㎡）

校舎合計

符号

井
田
川
駅

新
名
神
高
速
道
路

東
名
阪
自
動
車
道

亀山ＪＣＴ

亀山高校

亀山南小学校

徳風高校

中部中学校

川崎小学校

亀山市役所

国
道
３
０
６
号
線

井田川小学校
（工事場所）

関西
本線

紀
勢
本
線

亀山警察署

亀山消防署

鈴
鹿
川

鈴鹿川

椋川

椋
川

亀山バイパス

国道１号線

国道１号
線

市立医療センター

鈴鹿フラワーパーク

亀山駅

案　内　図

２階求積図　Ｓ＝１／２００

１階求積図　Ｓ＝１／２００

渡り廊下求積図　Ｓ＝１／２００

51 , 000

8
,1
3
0

5 1 , 000

10 , 200 5 , 100 20 , 400 5 , 100 10 , 200

1
1
,6
0
0

5
0
0

1
0
,4
5
0

6
5
0

1
,0
0
0

1
,0
0
0

1
,0
0
0

5
0
0

5 , 7 35 4 , 500 13 , 015 4 , 500 13 , 015 4 , 500 5 , 735

1
,0
0
0

2
0
0

1
0
,6
0
0

5 00 1 , 000

1 , 000 2 , 600 1 , 000

1 , 000
1 , 400

1 , 000

3
,7
2
5

3
,1
5
0

１

２

３ ３

４ ４ ４ａ ｂ ｂ ｃ

ｄ ｅｆ ｆ ｄ

ｇ

ｈ

ｉ



Ａ３版は１／２縮小

Ａ０８

３６．
Ｈ２４ ０４

平 均 地 盤 面 算 定 図

２００

２００

防 火 区 画 図

開 口 部 の 検 討

井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事

備
製図年月日 所　長

・ ・

竹下一級建築士事務所
四日市市西町

本　　　社
三重事務所 ８－１２メゾンドール裕豊２０３号

FAX ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 3 1 4 2T E L ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 1 6 1 1

東京都文京区本郷２－２５－１４第１ライトビル６０３ TE L ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8 F A X ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8東京事務所
TEL ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 8 9 8 4 F A X ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 0 0 5 3

浜 松 市 南 区 新 橋 町 １ １ ３ 番 地

考

意　匠 構　造 設　備検　　印

設 計 図
図

名

1

1

1

図

番

株式会社
設　計
監　理

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8
竹　下　　繁

51 , 000

5 , 735
4 , 500 4 , 500 4 , 500

5 , 73513 , 015

領域Ⅰ

2
,9
7
0

6
,0
8
0

1
,4
0
0

1
,4
0
0

9
,0
5
0

6
5
0

6
5
0

1 , 4 15
2 , 2009 , 400

領域Ⅱ

6
5
0

6
5
0

6
5
0

6
5
0

▽運動場地盤面＝±０

▽運動場地盤面＝±０

Ｂ Ａ

ＢＡ Ａ

Ｂ Ａ
Ａ

＋３０５０

±０ ±０

＋３０５０

－５０

＋３３１０

＋３３５５＋３３９０

＋３４００

－２９５０－２９５０

平均地盤面算定図　Ｓ＝２００

領域Ⅰ　地盤面算定展開図

＋２９５０＋２９５０ ＋２９５０±０ －５０

運動場地盤面を±０とし－５０～＋２９５０までを領域Ⅰとする

±０

＋２９５０ ＋３３５５ ＋３３９０ ＋３０５０ ＋３０５０ ＋２９５０

＋３４００＋３３１０

＋２９５０

領域Ⅱ　地盤面算定展開図

平均地盤高の算定 防火区画図

開口部の検討

※運動場地盤面＝ＫＢＭ－３１５０＝±０

運動場地盤面を±０とし＋２９５０～＋３４００までを領域Ⅱとする

採　光　面　積

室　　　名

換　気　面　積 排　煙　面　積

建具番号必要面積

Ｗ Ｈ

（法２８条の１、令１１６条の２の１） 建具番号

１／２０

必要面積

Ｗ Ｈ

（法２８条の２）

開口面積

建具番号必要面積

Ｗ Ｈ１／５０１／２０

×

判定：Ｏ．Ｋ

× ＝× １

３．９０ ３．９０ １．５６

× ×１．１００ ２ × × ＝×２．０００ １．１００ ０．５

× × ＝×２．０００ ０．５

× × ＝×２．０００ ０．９８０ ２０．５

１

２．０００ １

１．１０

２．００

ＡＷ２ＡＷ２

１．９６
５．０６

判定：Ｏ．Ｋ 判定：Ｏ．Ｋ

ＡＷ１１ ０．７６５０．９９０ ４

３．０３

Ｃ．Ｒ

（共通）

× × × × × ＝×

判定：Ｏ．Ｋ 判定：Ｏ．Ｋ

オープンスペース

３９．０２ １．９５ １．９５

ＡＷ５ ＡＷ５２．３００ ２．０００ ２．３００２ ２．０００ ０．５ ２

４．６０

４．６０

７８．０３

２．０００
１０．２０　×　７．６５

　５．１０　×　７．６５

（令１２８条の３の２）

床面積≦５０㎡　対象外

床　面　積（㎡）

採光補正係数の計算
校舎南面　ｄ＝１００ｍ　ｈ＝１．８ｍ　とし計算　１００／１．８×６－１．４＝３３１≧３　よって採光補正係数を３とする。

× ＝

＝

１×３

１×３

１３．２０

１３．２０

２７．６０

２７．６０

３．０３

領域Ⅰ　地盤面算定式 領域Ⅱ　地盤面算定式

∴領域Ⅱの平均地盤面は運動場地盤面＋２３７８∴領域Ⅰの平均地盤面は運動場地盤面＋１２９０

階算定用　平均地盤（全体）

∴階算定用の平均地盤面は運動場地盤面＋９２８

133 , 675

51 , 000 9 , 050 64 , 575 2 , 970 6 , 080

1 , 400
5 , 735

650
4 , 500

650
1 , 415

650
4 , 500

650
13 , 015

650
4 , 500

650
5 , 735

1 , 400
51 , 0009 , 400

2 , 200

15 , 900

108 , 700

× ２．９５ × １／２

×５１．００ ２．９５ １５０．４５

× × １／２２．９７

× × １／２６．０８ ２．９５ ８．９７

－０．０５ －０．０７

× （ ＋ ） × １／２１．４０ ２．９５ ３．３１

× （ ＋ ） × １／２５．７３５ ３．３１ ３．３５５

×０．６５ ３．３５５

× （ ＋ ） × １／２４．５０ ３．３５５ ３．３９

×０．６５ ３．３９

×２．２０ ３．４０

×１５．９０ ３．０５

× （ ＋ ） × １／２１．４１５ ３．３９ ３．４０

× （ ＋ ） × １／２１．４０ ３．０５ ２．９５

×５１．００ ２．９５

４．３８

１９．１１

２．１８

１５．１８

２．２０

４．８０

７．４８

４８．５０

４．２０

１５０．４５

９．０５ １３．３５

／ １０８．７００ ２．３７８

２５８．４８

２５８．４８／ 133 . 675

１７２．７０

１７２．７０ １．２９０

（　１７２．７０　＋　２５８．４８　－　１５０．４５　×　２　）　／ （　１３３．６７５　＋　１０８．７００　－　５１．００　×　２） ０．９２８

Ｃ．ＲＣ．Ｒ
オープン
スペース

Ｃ．Ｒ

男子便所

女子便所
Ｃ．Ｒ

廊　下

施工令第１１４条２項　界壁位置を示す
コンクリート壁



Ａ０９

３６．
井 田 川 小 学 校 教 室 等 増 築 工 事

図

番

1

1

1

設 計 図
図

名

意　匠 構　造 設　備検　　印製図年月日 所　長

考

備

・ ・

竹　下　　繁

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8竹下一級建築士事務所設　計

監　理
株式会社

本　　　社
三重事務所
東京事務所

四日市市西町 ８－１２メゾンドール裕豊２０３号
FAX ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 3 1 4 2T E L ( 0 5 3 ) 4 4 1 - 1 6 1 1

東京都文京区本郷
TEL ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 8 9 8 4 F A X ( 0 5 9 ) 3 5 5 - 0 0 5 3

浜 松 市 南 区 新 橋 町 １ １ ３ 番 地

２－２５－１４第１ライトビル６０３ TE L ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8 F A X ( 0 3 ) 5 6 8 4 - 0 0 5 8

Ｈ２４
仕 上 表

０４

屋 根

仕 　 　 　 　 上位 　 　 　 置部 　 　 　 位 仕 　 　 　 　 上位 　 　 　 置部 　 　 　 位

防 火 材 料 通 則 的 認 定

 1

 1

 1

壁下 　 地Ｈ床床 高 天 井 高 下 地床下断熱材部 　 　 　 　 位 室 　 　 　 名 備 　 　 　 考室 　 　 　 名防火認定天 　 　 　 井下 地防火認定

 1

 2

 6

 5

 4

 3

石膏ボード　　　　（１２．５以上）

不燃石膏積層板　　（９．５以上）

化粧石膏ボード　　（９．５以上） ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８６１３

エフジ－ボ－ド ＮＭ－９０２８

繊維混入珪酸カルシュウム板

ＮＭ－８６１２

ＮＭ－８５９９

 7 ＮＭ－８５７８

　８ 防水石膏ボード　（１２．５） ＮＭ－９３０８

化粧石膏ボード　　　　（９．５）

石膏ボード　　　　　　（９．５・１２．５）

ＱＭ－９８２６

ＱＭ－９８２４

ＱＭ－９８２３

ＱＭ－９８２７

ＱＭ－９０７０

防水石膏ボード　（９．５）

 1

 2

 3

 4

 5

ＱＭ認定品

１０

壁 装 材 料 認 定 番 号不 燃 材 料 認 定 番 号

外 壁 耐 火 構 造

吹 付 材 料 認 定 番 号準 不 燃 材 料 認 定 番 号

水性多彩模様吹付け（ＲＣ下地）　　　不燃 ＮＭ－８５８５

 2 水性多彩模様吹付け（不燃ＰＢ下地）　不燃 ＮＭ－８５８５

　3 水性多彩模様吹付け（準不燃ＰＢ下地）　準不燃 ＱＭ－９８１６

外 部 仕 上 表

内 部 仕 上 表

巾 　 木

硬質木片セメント板　　（９以上）

木毛セメント板

硬質石膏ボード ＮＭ－９６４５

ビニルクロス　　（下地準不燃）

１１ ＮＭ－９０２９

ＮＭ－９３００メラミン不燃化粧板（３）　９

けい酸カルシウム板

ロックウール吸音板

軒天用ロックウール吸音板（１２） ＮＭ－８５９９

勾 配 屋 根

ＮＭ認定品ビニルクロス　　（下地不燃）

 2

厚1 8押出中空セメント板横貼り ＦＰ0 6 0ＮＥ - 9 2 3 4

廻 縁

ＲＣ±０ コンクリート金ゴテの上　防塵塗料 ＲＣ打放し ＲＣ

備

考

１ 階

天井ふところＨ１５００以上部には、ＬＧＳ下地振れ止め施工のこと。

接着剤、塗料、断熱材等　使用制限を受ける建材は、J I S、JAS等に定めるF☆☆☆☆とする。【シックハウス規制対象外】（壁内、天井裏共通）

下地材については、コンクリートもしくは、軽量鉄骨下地のため【シックハウス規制対象外】

床高±０は各階ＦＬからの寸法とする。

上記　コンクリート打ち放し仕上げの型枠及びＰコン（セパレーター）の割付位置は、施工図にて承認を得ること。立面図・展開図参照。

外壁弾性吹付けタイルは　ＵＶ架橋低汚染型高弾性　とする。（菊水化学「ビュークリーンウォール」程度）

ＥＰは低臭・低汚染型とする。（菊水化学「ビュークリーン」程度）

上記追記　立面図にない位置で施工上必要なＰコン（セパレーター）は、脱型枠後に、補修にてわからないように消すこと。

壁　コンクリート打ち放し仕上げ　クリア塗装部のコンクリート打ち増しは、特記なき限り外部２０㍉、内部１５㍉とする。

厚２０モルタル金ゴテ　厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板瓦棒葺

外 壁

軒 天

コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー

水系シリコンクリヤーは浸透性吸水防止材＋下地アート処理を含む。（菊水化学「超耐候性水系シリコンコンクリート仕上げシステム　ＦＧ工法」程度）

防 災 倉 庫 防 災 倉 庫

渡 り 廊 下 屋 根

腰 壁

床

厚０．８カラーガルバリウム鋼板　ルーフデッキ　Ｈ８８

厚４アルミ複合板（両面仕上）

巾 木 コンクリート打放し

竪 樋

一 般 コンクリート打放し　弾性吹付けタイル（平吹き・艶消し）

地 中 埋 設 部

打込みスタイロフォーム現しコンクリート打放し

厚４０押出成形セメント板　素地

＜界壁＞

界壁：天井裏コンクリート壁

コンクリ－ト金ゴテの上　ウレタン系塗膜防水（立上り共）

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

陸 屋 根 ・ 庇

バ ル コ ニ ー 床

手 摺 スチール亜鉛メッキ

コンクリート金ゴテの上　ウレタン系塗膜防水（立上り共）　　　溝：モルタル金ゴテの上　ウレタン塗膜防水

床 犬 走 り コンクリート金ゴテ

一 般

（井上商事「アルミバンドレス」　又は同等品）

３０００

±０ 木自然塗料塗 １００

±０ ３０００

４９４０

木自然塗料塗 １００

ＲＣ コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー

ＬＧＳ木胴縁

木胴縁

木胴縁

ＲＣ±０ ＬＧＳ

±０ ２７００ ＬＧＳ

２ 階

厚５．５シナ合板目透し　自然塗料

厚９．５ＰＢ＋厚４合板　掲示用クロス貼

木胴縁 厚９．５ＰＢ＋厚４合板　掲示用クロス貼

ＲＣ コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー

厚９．５ＰＢ＋厚９ロックウール吸音板

厚９．５ＰＢ＋厚９ロックウール吸音板 塩ビ ］型

塩ビ ］型

ＬＧＳ

ＬＧＳ

木

自然塗料塗

木

自然塗料塗

２５５０

～

～

２２００

ＬＧＳ 厚１２．５耐水ＰＢの上　２５角モザイクタイル

１００

厚１２合板ＯＰ＋ルーバー　自然塗料

廊 　 下

Ｃ ． Ｒ

便 　 所

オ ー プ ン ス ペ ー ス

廊 　 下

Ｃ ． Ｒ

便 　 所

オ ー プ ン ス ペ ー ス

ＬＧＳ 厚１２．５ＰＢの上　厚３メラミン化粧板壁同材

ＲＣ 厚１２．５ＰＢ（ＧＬ）＋厚１２シナ合板（共芯）目透し張り

厚１０セルフレベリングの上　厚１５クッション付フローリング塗装品

厚１０セルフレベリングの上　厚１５クッション付フローリング塗装品

厚１０セルフレベリングの上　厚１５クッション付フローリング塗装品２７００

ＲＣ±０ コンクリート金ゴテの上　防塵塗料 ＲＣ打放し ＲＣ

ＲＣ±０ コンクリート金ゴテの上　防塵塗料 ＲＣ打放し ＲＣ

ＲＣ±０ ＬＧＳコンクリート金ゴテの上　防塵塗料 ＲＣ打放し ＲＣ 塩ビ ］型

石 灰 庫

体 育 用 器 具 庫

フ リ ー ス ペ ー ス

石 灰 庫

体 育 用 器 具 庫

フ リ ー ス ペ ー ス

打込みスタイロフォーム現し

打込みスタイロフォーム現し

コンクリート打放し

厚４０押出成形セメント板　素地

コンクリート打放し

厚４０押出成形セメント板　素地

コンクリート打放し３０００

３０００

ＲＣ±０ コンクリート金ゴテの上　防塵塗料 ＲＣ打放し ＲＣ コンクリート打放し

厚４０押出成形セメント板　素地

３０００ 打込みスタイロフォーム現し

２７００

倉 庫 １ ～ ３倉 庫 １ ～ ３

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

コンクリート金ゴテの上　厚３０人工木デッキ（自己消化性合成木材・コイン落下防止タイプ）

壁　シナ合板　目透し貼りの割付は展開図によること。

壁ＬＧＳは特記なき限り６５型とする。

モルタル金ゴテの上　厚２．０ビニル床シート

ＲＣ木ゴテ

ＲＣ木ゴテ

ＲＣ木ゴテ

厚１２杉羽目板（塗装品）

厚１２合板＋厚１２杉羽目板（塗装品）

厚１２合板＋厚１２杉羽目板（塗装品）

ＲＣ コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー

ＬＧＳ 厚１２．５ＰＢの上　厚５．５シナ合板目透し　自然塗料

木自然塗料塗

木自然塗料塗

６０

６０

床下断熱材　○は　厚0 . 1 5ポリエチレンフィルム敷を示す。

運動場側：アルミバンドレス８９φ、既設校舎側：アルミバンドレス１００角、階段庇：アルミバンドレス６０φ

壁　コンクリート打ち放し仕上げ　クリア塗装部の型枠は、ウレタン樹脂系塗装型枠を使用すること。

Ｐコン処理のモルタルは躯体仕上げ面より３㎜落ちとすること。

厚６ケイカル板目透し　ＥＰ－Ｇ

最上階天井裏は断熱材厚５０グラスウール敷（２４Ｋ）

２階の外部に面するＲＣ壁は、厚２０現場発泡ウレタン（難燃）を施工する事。

屋根スラブ下打ち込み断熱材は、厚２５押出法ポリスチレンフォーム２種ｂとする。

　　　　　　◎は　厚2 5ポリスチレンフォ－ム２種ｂ＋厚０．１５ポリエチレンフィルムを示す。

　　　　　　△は　厚2 5ポリスチレンフォ－ム２種ｂ打込みを示す。

コンクリート打放し　ケイ酸質系塗布防水（保土ヶ谷バンデックス建材「バンデックスＳ＋Ｐ」　又は同等品）
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Ａ１０
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Ｈ２４ ０４
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製図年月日 所　長

・ ・
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意　匠 構　造 設　備検　　印

設 計 図
図

名

1

1

1

図

番

株式会社
設　計
監　理

１級建築士　第　　　号4 1 8 7 8
竹　下　　繁

名 　 　 　 称 形 　 　 状 ・ 寸 　 　 法室 名 ・ 場 所部 　 位 備 　 　 　 考数 量

金 属 工 事 ・ 雑 工 事

名 　 　 　 称 形 　 　 状 ・ 寸 　 　 法室 名 ・ 場 所部 　 位 備 　 　 　 考数 量

金 属 工 事 ・ 雑 工 事

外 　 　 部

材 　 　 　 料 材 　 　 　 料

横引きルーフドレイン陸屋根

内 　 　 部

オーバーフロー管 ステンレス製 φ６０　塗膜防水用　メッシュ付

ハト小屋 既製品　ＦＲＣ製

笠木 アルミ製

㈱ジエス「ハトコットＶ－Ⅱ」又は同等品以上有効９００×９００　

バルコニー

手摺 スチール

鋳鉄製 カネソウ「ＥＸＧ」又は同等品以上φ５０　塗膜防水用　呼び樋共

図示

１ 階 　

鋳鉄製中継ドレイン φ７５　塗膜防水用 カネソウ「ＷＭＢ－２」又は同等品以上

水抜きパイプ ＶＰ５０

青井黒板　又は同等品以上ＵＤスライダー黒板

青井黒板　又は同等品以上行事予定黒板

青井黒板　又は同等品以上背面黒板

Ｃ．Ｒ

オープンスペース ホワイトボード Ｗ３６００×Ｈ１２００　アールピア枠 青井黒板　又は同等品以上

男子便所 アイカ「ＴＰＡ」又は、同等品以上

ポストフォームカウンター アイカ「ＴＰＡ」又は、同等品以上メラミン化粧板　Ｌ２９５０×Ｄ１２０　ｔ１９面台（小便器）

ポストフォームカウンター メラミン化粧板　Ｌ１６００×Ｄ１２０　ｔ１９面台（洗面）

厚５鏡化粧鏡 Ｗ１６００×Ｈ８００　ステンレス枠

面台（ＳＫ） ＳＵＳ３０４　ＨＬ Ｌ６７０×Ｄ１００　ｔ１．２

２ 階 　

フリースペース 床見切 Ｌ３０×３０×３　溶融亜鉛メッキ

足洗い 鋳鉄製グレーチング カネソウ「ＧＡ」又は同等品以上

外壁 ＶＰ１００

ＶＰ７５

竪樋埋設（南北面）

竪樋埋設（庇）

図示庇軒樋 ＳＵＳ３０４　バフ

２２φ＠３５０　タテ手摺２５φＳＵＳ３０４　バフタラップ

タオル掛 ＳＵＳ３０４　バフ ３２φ×１．２　Ｌ１．９ｍ

ｔ０．８　Ｗ２００×Ｈ２５０×Ｌ１３５０　曲げ加工　水切・落し口共

共通

ステンレスＨＬ ユニオン「ＵＦＢ－３Ｓ－２７６０」又は同等品以上Ｗ２４３×Ｄ１７６×Ｈ６００　底部水抜き穴　アンカー固定　標準ステッカー付き（ユニオン「ＳＴ－７２」）消火器ボックス（壁掛）

図示

３００角　格子　受枠共

Ｗ１８００×Ｈ９００　方眼暗線入　Ｒ付樹脂枠

エルボ付　側溝まで　Ｌ５００

エルボ付　側溝まで　Ｌ５００

４ヶ所

４ヶ所

４ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

８．９ｍ

２４ヶ所

２ヶ所

１ヶ所

９．５ｍ

４ヶ所

４ヶ所

８ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

４ヶ所

１ヶ所

３ヶ所

５２．４ｍ

１ヶ所

スチール

スチール

スチール

スチール

Ｗ１５００×Ｈ１２００　２日分予定　文字・ライン入　Ｒ付樹脂枠

Ｗ３６００×Ｈ１２００　方眼暗線入　Ｒ付樹脂枠

ホーロー

Ｌ４００　エルボ付

Ｗ２２５

床見切 ＳＵＳ３０４　ＨＬ廊下 ｔ１．５　Ｗ３０　Ｌ１６００

ポストフォームカウンター アイカ「ＴＰＡ」又は、同等品以上メラミン化粧板　Ｌ１６００×Ｄ１２０　ｔ１９面台（洗面）女子便所

厚５鏡化粧鏡 Ｗ１６００×Ｈ８００　ステンレス枠

腰掛便器用手摺 樹脂被覆 跳ね上げタイプ（ロック付）　Ｌ＝７００ ＴＯＴＯ「Ｔ１１２ＣＨＫ７」又は、同等品以上

ＴＯＴＯ「Ｔ１１２ＣＬ１０」又は、同等品以上腰掛便器用手摺 樹脂被覆

面台（ＳＫ） ＳＵＳ３０４　ＨＬ Ｌ９４０×Ｄ１００　ｔ１．２

共 通 　 カーテンレール 既製品 シングル

アルミ天井点検口 ４５０角　額縁タイプ

ユニオン「ＵＦＢ－６Ｓ－２５０５Ｎ」又は同等品以上消火器掛 ステンレスＨＬ Ｗ２５０×Ｈ６００　文字標識ステッカー付き

Ｗ１５５０×Ｈ２４９０ＧＢ－１　枠 図示

Ｌ型固定タイプ　７００＋７００

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

６ヶ所

３ヶ所

２ヶ所

３９．５ｍ

スチールＳＯＰ

樹脂被覆 １ヶ所小便器用手摺 ＴＯＴＯ「Ｔ１１２ＣＵ１」又は、同等品以上

腰掛便器用手摺 樹脂被覆 跳ね上げタイプ（ロック付）　Ｌ＝７００ ＴＯＴＯ「Ｔ１１２ＣＨＫ７」又は、同等品以上１ヶ所

腰掛便器用手摺 樹脂被覆 １ヶ所 ＴＯＴＯ「Ｔ１１２ＣＬ１０」又は、同等品以上Ｌ型固定タイプ　７００＋７００

Ｈ１４２０　溶融亜鉛メッキ　手摺：２７．２φ×１．９　手摺子：丸鋼１６φ　＠１００内外
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１ 階 平 面 図

体育用器具庫

フリースペース防災倉庫 倉庫１ 倉庫２ 倉庫３

２ 階 平 面 図

Ｃ．Ｒ ４０人 Ｃ．Ｒ ４０人 ４０人 Ｃ．Ｒ ４０人Ｃ．Ｒ

廊　下

手洗

バルコニー

女子便所 男子便所
オープン
スペース

手洗 手洗

石灰庫

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １１１０

Ａ

Ｂ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １１１０

Ｂ

Ａ
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屋根：フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き

モルタル金ゴテ
ウレタン塗膜防水

ルーフドレイン ルーフドレイン

ＳＵＳ軒樋

モルタル金ゴテ
ウレタン塗膜防水

アルミ笠木

トップライト９００角

アルミ笠木
ハト小屋：ＦＲＣ製
（９００×９００有効）

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

モルタル金ゴテ
ウレタン塗膜防水

屋根：フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き

屋 根 伏 図 － ２

屋 根 伏 図 － １

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １１１０

Ａ

Ｂ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １１１０

Ａ

Ｂ
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コンクリート打放し　弾性吹付けタイル（平吹き・艶消し）Ａ
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Ｂ

Ｂ

Ｃ コンクリート金ゴテ　厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板瓦棒葺
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コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー
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ステンレス流し

厚２５ポリスチレンフォーム打込み

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

コンクリート打放し
外装薄塗材Ｅ

アルミ竪樋８９φ

コンクリート打放し
外装薄塗材Ｅ

コンクリート打放し
弾性吹付けタイル
（平吹き・艶消し）

木見切ＵＣ

木下地
厚５．５シナ合板目透し

自然塗料

コンクリート打放し　水系シリコンクリヤー

屋根：厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き

厚２０モルタル金ゴテ

木下地
厚５．５シナ合板目透し

自然塗料

天井：ＬＧＳ下地
厚１２合板＋厚１２杉板

ＬＧＳ下地
厚９．５ＰＢ＋

厚４シナ合板目透し　自然塗料

厚５０グラスウール敷（２４Ｋ）

厚５０グラスウール敷（２４Ｋ）

天井：ＬＧＳ下地（斜め補強材入）
厚９．５ＰＢ＋
厚９ロックウール吸音板

防塵塗料
ＲＣ金ゴテ

木額縁自然塗料

木額縁自然塗料

厚１５クッション付フローリング塗装品
厚１０セルフレベリング

厚１５クッション付フローリング塗装品
厚１０セルフレベリング

厚２５ポリスチレンフォーム打込み現し

コンクリート金ゴテ

ＳＵＳ落ち葉除け

谷樋：モルタル金ゴテ
ウレタン塗膜防水

谷樋：モルタル金ゴテ
ウレタン塗膜防水

鼻隠し包み
フッ素G L鋼板

水上水切
フッ素G L鋼板

屋根：厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き
厚２０モルタル金ゴテ

梁型コンクリート打放し

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

勾配モルタル

天井：ＬＧＳ下地
厚１２合板＋厚１２杉板（塗装品）

コンクリート打放し

コンクリート打放し
ケイ酸質系塗布防水

厚２０現場発泡ウレタン吹付

スチールＳＯＰ

アルミ竪樋１００角

水抜きパイプＶＰ５０　２ヶ／スパン

厚２５スタイロフォーム
厚０．１５ポリエチレンフィルム
厚５０捨コン
厚１００砕石

大階段ライン

厚０．１５ポリエチレンフィルム
厚５０捨コン
厚１００砕石

厚０．１５防湿シート
厚１００砕石

厚４０押出成形セメント板　素地
点検口付（3 2 5×3 2 5）　１ヶ所／スパン

手摺：溶融亜鉛メッキ
廊　下Ｃ．Ｒ

倉　庫

Ａ Ｂ

※２ＦＬ＝ＫＢＭ＋２５０
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▽運動場地盤面 ▽運動場地盤面
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厚２．０ビニル床シート
モルタル金ゴテ

コンクリート打放し
外装薄塗材Ｅ

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

厚２５ポリスチレンフォーム打込み

コンクリート打放し
弾性吹付けタイル

（平吹き・艶消し）

厚２０現場発泡ウレタン吹付

横引きドレン

コンクリート打放し
外装薄塗材Ｅ

天井：ＬＧＳ下地
厚９．５ＰＢ＋
厚９ロックウール吸音板

木見切
自然塗料

厚２５ポリスチレンフォーム打込み

９００角
ドーム型トップライト（乳白色）
＜耐火仕様＞

ハト小屋：
ＦＲＣ（繊維補強コンクリート）製

アルミ笠木

コンクリート打放し
水系シリコンクリヤー

屋根：厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き
厚２０モルタル金ゴテ

網入り型ガラス
ｔ＝６．８

コンクリート打放し
弾性吹付けタイル
（平吹き・艶消し）

厚５０グラスウール敷（２４Ｋ）

厚１２．５ＰＢ
（ＧＬ）

ＥＰ

厚３メラミン化粧板
厚１２．５ＰＢ
ＬＧＳ下地
厚２０現場発泡ウレタン吹付

ＬＧＳ下地
厚９．５ＰＢ
ＥＰ

ルーバー：米松１８×６０＠７５
自然塗料

防塵塗料
ＲＣ金ゴテ

オーバーフロー管

厚１５クッション付フローリング塗装品
厚１０セルフレベリング

ガラスブロック

片棟包み
フッ素G L鋼板

水切

梁型コンクリート打放し

厚４０押出成形セメント板
素地

モルタル金ゴテ

段鼻タイル

コンクリート打放し
ケイ酸質系塗布防水

木見切
自然塗料

天井：ＬＧＳ下地
厚１２合板　見掛りＳＯＰ
ルーバー：米松４５×４５＠９０
自然塗料

木額縁ＳＯＰ

厚０．１５ポリエチレンフィルム
厚５０捨コン
厚１００砕石

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

手摺：２７．２φ
支柱：ＦＢ－１６×３８＠１０００

手摺子：２２＠１００
溶融亜鉛メッキ

廊　下

１．８％

男子便所

倉庫１

Ａ Ｂ
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▽水下梁天端２

▽２ＦＬ
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▽運動場地盤面▽運動場地盤面
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厚２５ポリスチレンフォーム打込み

コンクリート打放し
弾性吹付けタイル

（平吹き・艶消し）

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

ウレタン塗膜防水
立上げ

天井：ＬＧＳ下地
厚９．５ＰＢ＋
厚９ロックウール吸音板

屋根：厚０．４５フッ素カラーガルバリウム鋼板
瓦棒葺き
厚２０モルタル金ゴテ

厚２０現場発泡ウレタン吹付

厚２５ポリスチレンフォーム打込み

木胴縁
厚９．５ＰＢ＋厚４合板

＋掲示用クロス

木胴縁
厚５．５シナ合板

自然塗料

厚５０グラスウール敷（２４Ｋ）

防塵塗料
ＲＣ金ゴテ

ＳＵＳタラップ

２２φ

２５φ

ＦＢ－６×５０

歩み板
ＳＵＳ－Ｃ．ＰＬ　ｔ４

厚１５クッション付フローリング塗装品
厚１０セルフレベリング

コンクリート打放し

溶融亜鉛メッキＬ－３０×３０×３
埋込

固定アングル
ＳＵＳ３０４　Ｌ－５０×５０×４

ホールインアンカー　ＳＵＳ３０４　１－Ｍ１２

１００×５０

７５×７５
＠１８００以内

４５×６０＠３０３

木製棚
厚１２合板

コンクリート打放し
水系シリコンクリヤー

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

コンクリート金ゴテ
ウレタン塗膜防水

軒樋ステンレス曲げ加工
落し口付

水切

アルミ竪樋６０φ

コンクリート打放し
弾性吹付けタイル
（平吹き・艶消し）

木見切
自然塗料

木見切
自然塗料

厚０．１５防湿シート
砕石

ＬＧＳ下地＜２５型＞
厚６ケイカル板ＥＰ－Ｇ　目透し

オープンスペース

廊　下

Ｃ．Ｒ

階段庇軒樋　Ｓ＝１／１０

フリースペース

９ １０ １１
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※柱のフカシ寸法は２階に倣うこと。
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